
「
工
房
・
森
の
こ
か
げ
」
指
導
員
・

指
導
員
補
助
者
 

B
3
月
15
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日（
月

〜
金
曜
日
）、午
前
9
時
15
分
〜
午
後

5
時
15
分（
勤
務
時
間
は
相
談
）／
C

工
房
森
の
こ
か
げ（
緑
町
2
―
13
―
13
）

／
E
障
害
者
に
理
解
が
あ
り
、ク
ッ
キ
ー
・

パ
ン
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
で
、
普

通
運
転
免
許
書
を
お
持
ち
の
方
／
G

障
害
の
あ
る
方
が
行
う
作
業
の
補
助

お
よ
び
製
品
等
の
販
売
、
生
活
指
導

な
ど
※
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
／
I

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
・
高
坂

蕁
9
9
7
＝
8
9
8
8
 
 

 八
潮
文
化
ク
ラ
ブ
健
康
講
座
 

　
健
康
で
さ
わ
や
か
な
人
生
を
送
る

た
め
に
 

B
2
月
28
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
／

C

資
料
館
視
聴
覚
室
／
G

『
こ
わ
い

　
こ
わ
い
　
ア
ル
コ
ー
ル
の
お
話
』
知
っ

て
呑
ん
で
い
ま
す
か
？
※
講
師
＝
高

木
宏
子
さ
ん
（
後
谷
診
療
所
医
師
）

／
I
林
田
蕁
9
9
6
＝
5
0
3
4
 
 

 森
み
ず
ほ
〈
卒
業
記
念
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
〉
 

B

3
月
6
日
貍
、
午
後
2
時
開
演
／

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
／
G
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
・
ア
ラ
ベ
ス
ク
第
1
番
ほ
か
／

H
無
料
／
I
森
蕁
9
9
5
＝
5
4
7
4
、

Ｅ
メ
ー
ルpiano _recital200436 

@
yahoo.co.jp 

 フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
 

B
3
月
13
日
貍
、
午
後
1
時
〜
5
時
／

C

八
幡
公
民
館
調
理
室
／
E

市
内
在

住
の
親
子
／
G
親
子
で
か
い
じ
ゅ
う
ク
ッ

キ
ー
を
作
る
／
A
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

／
F
10
組
／
H
1
人
2
0
0
円
／
I
草

加
お
や
こ
劇
場
八
潮
ブ
ロ
ッ
ク
・
西
村

蕁
9
9
8
＝
7
6
0
7（
午
後
）
 

 き
も
の
サ
ー
ク
ル
 

　
き
も
の
の
知
識
や
マ
ナ
ー
も
着
装
と

一
緒
に
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
初
め

て
の
方
ど
う
ぞ
！
 

B
①
第
2
・
第
4
火
曜
日
、午
前
9
時
30

分
〜
正
午
②
第
1
・
第
3
木
曜
日
、午
後

1
時
30
分
〜
4
時
／
C
八
幡
支
館
日
本

間
ほ
か
／
H
①
②
と
も
に
入
会
金
1
5

0
0
円
、会
費
3
カ
月
5
0
0
0
円
／

I
山
下（
夜
）蕁
9
9
5
＝
8
3
6
6
 

 八
潮
市
自
然
観
察
会
 

　
野
鳥
、
草
花
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
 

B
毎
月
第
2
日
曜
日
、
午
前
10
時
〜
／

C
中
川
河
川
敷
に
あ
る
持
昌
院
お
よ
び

そ
の
周
辺
（
雨
天
の
場
合
は
楽
習
館
）

／
G
観
察
会
／
H
入
会
金
無
料
、
参
加

費
3
0
0
円
は
そ
の
都
度
（
保
険
代
）

／
I

木
内
蕁
0
9
0
＝
4
2
0
2
＝

6
6
2
0
 
 

 エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
 

　
初
心
者
の
方
が
対
象
で
す
。
 

B
①
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
（
4
月
13
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
）

②
毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時
30
分
〜
9

時
／
C
八
條
公
民
館
ほ
か
／
F
①
25
人

②
若
干
名
／
H
①
②
と
も
に
月
会
費
2

0
0
0
円
／
I
矢
作
蕁
9
9
8
＝
3
0

1
4

伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。 

ゆ
ず
り
ま
す
　
エ
レ
ク
ト
ー
ン（
無
料
）
 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
　
掃
除
機
、
三
輪
車
、
キ
ャ

ン
プ
用
品
 

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、当
事
者
間
で
解
決
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

I
商
工
振
興
課
蕁
A
3
3
6

上
條
　
肇
さ
ん 

は
じ
め 

か
み
じ
ょ
う 

（
南
後
谷
）
 

　日本画家・上條さんは、20歳
を過ぎたころから、精力的に創
作活動に励み、当初より日展や
院展での入選を果たすなど、日
本画壇において、輝かしい成果
を残されています。（昭和41年
日本美術院院友、平成元年には
日本美術院特待に推挙） 
　作品の多くは、大きなカンバ
スに大胆な構図で表現されたも
ので、観る人にインパクトと深
い感銘を与えます。写真の「北
辺」も150号という大作です。
複雑にからみあう木の枝々は様
式化された美を感じさせます。
また、水平に広がる静寂な水面
と呼応するように大木の右上

部、横へ広がる枝々があり、そ
して、中央のからすの群れがこ
の作品に動きを加えています。 
　このたび、これら長年にわた
り創作された大切な作品44点 
を、ご好意により、市に寄贈い
ただきました。今後、市民の皆
さんに多くの感動を与える画伯
の企画展等を資料館で開催して
いく予定です。 
　上條さんは「自分のやるべき
仕事だと、夢中になって一つの
路に打ち込んできました。創作
活動を行ううえで最も大切なの
は、身近な事柄にも新しい発見
を見いだすことですね。」と、
にこやかに話していました。 

わが街が誇る日本画の巨匠！ 
～一つの路に打ち込み60余年～ 

機能訓練 
送迎運転員 

保健 
　センター 1人 

4人 
休日診療所 
医療事務員 

休日 
　診療所 

職　種 勤務場所 定　員 

2人 

1人 

職　種 定 員 内　　容  期　　間 

文書保存 
専門員 

資料館 
臨時職員 

4月1日～平成17
年3月31日、（1日
8時間、1カ月17
日間で指定する日） 

4月1日～9月30日、
（1日8時間、1カ月
14日間で指定する日） 

歴史資料、公文書・
文化財等の調査、
整理、保存および
活用業務 

文化財保護課職員
業務補助 

み 

■講演会「ひな人形って何だろう」　B３月２日貂、午後１時～２時／C資料館会議室／G講師＝戸塚隆さん（㈱東玉代表）／F30人（申込順）／H無料 
　／D電話で、文化財保護課（蕁９９７―６６６６）へ 

　

休
日
納
税
相
談
窓
口
の
開
設
 

　
市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
休

日
・
夜
間
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

〇
休
日
納
税
相
談
 

B
2
月
29
日
豸
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

〇
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
 

B
毎
週
木
曜
日
、
午
後
5
時
15
分
〜
7
時
 

C
納
税
課
（
12
番
窓
口
）
・
国
保
年
金
課

（
6
番
窓
口
）
 
 

I
納
税
課
蕁
A
2
0
7
・
国
保
年
金
課
蕁

A
8
3
3
 

　

消
火
器
の
軛
訪
問
点
検
に
ご
注
意
軋
 

     　
市
内
で
は
、
消
火
器
の
不
適
正
な
点
検

を
し
て
、
高
額
な
点
検
料
を
請
求
す
る
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

　
特
に
消
火
器
を
た
く
さ
ん
設
置
し
て
い

る
店
舗
、
工
場
等
を
狙
っ
て
、
出
入
り
の

点
検
業
者
を
巧
妙
に
装
い
、
素
早
く
消
火

器
を
集
め
勝
手
に
点
検
し
、
高
額
な
点
検

料
を
請
求
し
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

1
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る
 
 

2
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る
 
 

3
契
約
書
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い
 
 

　
そ
し
て
、
点
検
業
者
が
居
直
っ
た
り
、

脅
迫
的
な
言
動
に
出
た
り
し
た
と
き
は
、

お
近
く
の
警
察
署
、
交
番
や
消
防
署
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
 

I
消
防
本
部
蕁
9
9
6
＝
0
1
3
4
 
 

　

里
親
制
度
に
つ
い
て
 

　
児
童
憲
章
に
「
全
て
の
児
童
は
、
家
庭

で
正
し
い
愛
情
と
知
識
と
技
術
を
持
っ
て

育
て
ら
れ
、
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
は

こ
れ
に
代
わ
る
環
境
が
与
え
ら
れ
る
。
」

と
あ
り
ま
す
が
、
里
親
制
度
は
、
病
気
や

家
庭
の
事
情
等
の
理
由
で
保
護
者
が
養
育

で
き
な
い
児
童
を
、
暖
か
い
愛
情
と
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
保
護
者
に
代
わ
っ
て

育
て
る
制
度
で
す
。
 

　
里
親
制
度
の
目
的
は
、
「
児
童
の
福
祉
」

で
、
愛
着
関
係
の
形
成
な
ど
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。
埼
玉

県
で
は
、
里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
っ

て
い
ま
す
。
里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な

資
格
は
不
要
で
す
が
、
面
接
や
審
査
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
市
児
童
障
害

課
ま
た
は
越
谷
児
童
相
談
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

I
児
童
障
害
課
蕁
A
4
2
7
・
埼
玉
県
越

谷
児
童
相
談
所
蕁
9
7
5
＝
7
5
0
7
 
 

   
 

 　

八
條
公
民
館
講
演
会
 

「
ど
う
す
る
？
困
っ
た
時
の
財
産
管
理
」
 

B
3
月
9
日
貂
、
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

C
八
條
公
民
館
会
議
室
 

E
市
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
の
方
 

G
財
産
管
理
に
関
す
る
費
用
や
手
続
き
の

こ
と
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
自
己
の

権
利
を
守
る
の
に
必
要
な
知
識
を
得
る
講

座
※
講
師
＝
岡
本
　
毅
さ
ん
（
弁
護
士
）
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
條
公
民
館
（
蕁

9
9
4
＝
3
2
0
0
）
へ
 

　

春
の
園
芸
講
座
 

B
3
月
13
日
貍
・
27
日
貍
、
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分
（
全
2
回
）
 

C
ゆ
ま
に
て
研
修
室
 

G
講
師
＝
渡
辺
均
さ
ん
（
千
葉
大
学
園
芸

学
部
助
手
）
 

F
15
人
（
申
込
順
）
 

H
3
0
0
0
円
程
度
（
材
料
代
）
※
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
に
平
成
15
年
度
登
録
を
し

て
い
な
い
方
は
、
参
加
費
の
ほ
か
に
保
険

料
2
5
0
円
が
必
要
で
す
。
 
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
蕁
9
9
6
＝
0
1
2
3
）
へ
 
 

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展
示
と
入
札
に
よ
る

販
売
を
行
い
ま
す
 

B
3
月
11
日
貅
〜
19
日
貊
、
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
 
 

C
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
 

E
市
内
在
住
の
個
人
で
自
己
搬
出
可
能
な

方
 

G
入
札
に
よ
る
家
具
お
よ
び
自
転
車
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
販
売
（
入
札
は
1
人
1
点
）
 

落
札
発
表
＝
3
月
22
日
豺
、
午
後
1
時
 

※
落
札
し
た
方
に
は
、
電
話
連
絡
し
ま
す
。

I
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
9
9
7
＝
6
6

9
6
 
 

　

菜
の
花
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

（
や
し
お
再
発
見
）
 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
八

潮
市
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

B
3
月
28
日
豸
、
午
前
9
時
、
市
役
所
集

合
、
小
雨
決
行
（
予
備
日
4
月
11
日
豸
）
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

G
コ
ー
ス
＝
市
役
所
↓
八
潮
駅
周
辺
↓
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
昼
食
）
↓
遊
歩
道
↓
神

社
仏
閣
等
↓
市
役
所
（
約
10
キ
ロ
）
 

A
お
弁
当
、
水
筒
な
ど
 

F
3
0
0
人
（
完
歩
者
に
記
念
品
進
呈
）
 

H
無
料
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
市
観
光
協
会
（
八

潮
市
商
工
会
館
内
・
蕁
9
9
6
＝
1
9
2

6
）
へ
 
 

　

八
潮
メ
セ
ナ
自
主
文
化
事
業
 

　
「
大
草
原
の
風
〜
モ
ン
ゴ
ル
民
族
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
〜
」
 

B
3
月
5
日
貊
、
午
後
7
時
開
演
 
 
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

G
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
楽
器
、
馬
頭
琴
・
古

箏
と
唄
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
※
出
演
＝
ハ

ス
ロ
ー
（
馬
頭
琴
）
、
タ
ラ
ー
（
古
箏
）
、

オ
ッ
ト
ホ
ン
バ
イ
ラ
（
モ
ン
ゴ
ル
民
謡
）
 

H
〈
全
席
自
由
〉
大
人
2
0
0
0
円
（
友

の
会
1
0
0
0
円
）
、
小
人
1
0
0
0
円
 

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可
※
当
日
券
有
り
 

D

八
潮
メ
セ
ナ
（
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
 

0
）
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
蕁
9
9
4

＝
1
0
0
0
）
 

「
大
草
原
の
風
」
に
 

　
視
覚
障
害
者
の
方
を
ご
招
待
 

　
コ
ム
Ｃ
o
m
e
企
画
事
業
 
 

　
「
Ｗ
e
l
l
c
o
m
e
メ
セ
ナ
　
楽
し

さ
大
き
く
な
ぁ
れ
作
戦
」
 

　
モ
ン
ゴ
ル
民
族
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
「
大

草
原
の
風
」
に
視
覚
障
害
者
の
方
を
ご
招

待
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

よ
る
送
迎
あ
り
（
定
員
10
人
程
度
）
 

D
2
月
26
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
八
潮
メ
セ
ナ
（
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
）

へ
 

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室
 

　
生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
方
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
 

B
3
月
18
日
貅
、
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
 
 

C
保
健
セ
ン
タ
ー
 

E
市
内
在
住
の
男
女
 

G
高
脂
血
症
予
防
の
お
話
と
調
理
実
習
 

F
25
人
 

H
4
0
0
円
（
材
料
費
）
 
 

D
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
9
5
＝

3
3
8
1
）
へ
 
 

「
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
」
 

　

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
 

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
、
交
通
事

故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
車
の
点
検
も
大
切
で
す
が
、
運
転
チ
ェ
ッ

ク
も
と
き
ど
き
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
 

B
3
月
15
日
豺
、
午
前
9
時
〜
正
午
 

C
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
5
1
1

番
地
、
蕁
9
9
7
＝
5
1
5
1
）
 

E
65
歳
以
上
で
、
か
つ
普
通
自
動
車
免
許

を
取
得
し
て
い
る
市
内
在
住
の
方
 

F
20
人
（
先
着
順
）
 

I
草
加
警
察
署
交
通
課
蕁
9
4
3
＝
0
1

1
0
蕁
A
4
1
1
 
 

　

八
潮
の
仏
像
絵
画
 

B
2
月
25
日
貉
〜
3
月
14
日
豸
 
 

C
資
料
館
企
画
展
示
室
 

G
市
内
在
住
の
渡
邊
俊
夫
さ
ん
が
描
く
現

代
仏
像
絵
画
を
中
心
に
、
仏
教
の
宇
宙
観

を
説
く
絵
画
を
紹
介
す
る
 

H
無
料
 

I
文
化
財
保
護
課
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
 

   
 

 　

八
潮
市
廃
棄
物
減
量
等
 

　

推
進
審
議
会
委
員
 

　
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
事

項
の
審
議
お
よ
び
施
策
へ
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
 

B
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31
日
 
 

E
市
内
在
住
の
方
（
市
職
員
、
市
議
会
議

員
、
20
歳
未
満
の
方
お
よ
び
市
の
審
議
委

員
を
除
く
）
 

F
1
人
（
後
日
面
接
）
 
 

D
3
月
17
日
ま
で
に
、
ご
み
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
小
論
文
（
8
0
0
字

以
内
）
を
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
蕁
A
2
 

3
4
）
へ
持
参
 

　

八
潮
市
水
道
運
営
委
員
会
委
員
 

　
水
道
事
業
運
営
を
適
正
に
執
行
す
る
た

め
、
水
道
に
関
す
る
様
々
な
事
項
に
つ
い

て
の
調
査
お
よ
び
審
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

E
平
成
16
年
3
月
1
日
現
在
、
満
20
歳
以

上
で
市
内
に
居
住
し
、
水
道
を
使
用
し
て

い
る
方
（
各
行
政
委
員
会
の
委
員
、
市
議

会
議
員
、
市
の
審
議
会
・
懇
話
会
の
委
員
、

市
職
員
（
常
勤
の
職
員
）
を
除
く
）
 

任
期
　
2
年
 
 

F
3
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）
 
 

D
3
月
25
日
ま
で
に
、
申
込
書
（
水
道
部

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
3
4
0
―

0
8
1
6
八
潮
市
中
央
1
―
3
―
1
）
 
 

I
水
道
部
業
務
課
蕁
9
9
6
＝
1
4
8
6
 

　

保
健
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
 

　
 

           B
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
（
勤
務
日
は
事

業
日
程
に
よ
る
）
、
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
 
 

D
3
月
5
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
3
4

0
―
0
8
1
5
八
潮
8
―
10
―
1
）
 

I

保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
9
9
5
＝
3
3
8
 

1
 

　

市
税
徴
収
補
助
員
 

B
4
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日
 

E
市
内
在
住
の
健
康
で
徴
収
業
務
従
事
可

能
な
方
 

G
市
税
等
（
市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
 

・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
）
の
徴
収
業
務
の
補
助
 

F
12
人
（
面
接
あ
り
）
 

D
3
月
10
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
納
税
課
窓

口
へ
持
参
 
 

I
納
税
課
蕁
A
2
0
7
・
国
保
年
金
課
蕁

A
8
3
3
 

　

資
料
館
の
非
常
勤
職
員
 

　
・
臨
時
職
員
 

　
 

                   E
土
・
日
・
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
学
芸

員
資
格
を
有
す
る
方
 

面
接
日
　
3
月
22
日
豺
 
 

D
3
月
5
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
3
4
0
―

0
8
3
1
八
潮
市
南
後
谷
7
6
3
―
50
）
 

I

文
化
財
保
護
課
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
 

6
 
 

　

児
童
館
臨
時
職
員
募
集
 

B
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
、
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を
含

む
週
3
〜
5
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
、

定
休
日
＝
水
曜
日
※
祝
日
と
重
な
る
場
合

は
勤
務
あ
り
）
 

E
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
教
員
の

資
格
を
有
す
る
方
 

F
若
干
名
（
面
接
3
月
11
日
・
12
日
）
 

D
3
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
、
窓
口

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
3
4
0
―
8
5

8
8
八
潮
市
中
央
1
―
2
―
1
）
 

D
児
童
障
害
課
蕁
A
3
1
4
 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
県
政
モ
ニ
タ
ー
 

　
県
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き

す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

E
平
成
16
年
4
月
1
日
現
在
、
20
歳
以
上

の
県
内
在
住
の
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
閲
覧
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

を
日
本
語
で
で
き
る
方
（
特
別
職
を
含
む

地
方
公
務
員
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
お
よ
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
、

通
勤
・
通
学
者
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
 

く
）
 

G
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
、
提
言
な
ど
※
詳
し
く
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

I
埼
玉
県
総
務
部
広
聴
広
報
課
蕁
0
4
8

＝
8
3
0
＝
2
8
5
0
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

http://www.pref.saitam
a.jp/A0 

1/BK00/m
onitor _oubo/ 

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
 

　
国
土
交
通
省
江
戸
川
河
川
事
務
所
で
は

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

B
7
月
1
日
か
ら
2
年
間
 

E
満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、
河
川
に

接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心

の
あ
る
方
 

G
河
川
に
関
す
る
情
報
提
供
 

D
3
月
1
日
か
ら
4
月
30
日
ま
で
に
、
「
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
・
所
属
団
体
等
・
応
募
理
由
」
を
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
国

土
交
通
省
江
戸
川
河
川
事
務
所
（
〒
2
7

8
―

0
0
0
5
千
葉
県
野
田
市
宮
崎
 

1
3
4
、
蕁
0
4
＝
7
1
2
5
＝
7

3
1
9
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
＝
7
1
2
5
＝

0
6
7
9
、
Ｅ
メ
ー
ルinoue-s8310 

@
ktr.m

lit.go.jp

）
へ
 

全国春の火災予防運動 全国春の火災予防運動 全国春の火災予防運動 
3月1日～7日 

『その油断　火から炎へ　災いへ』 
　八潮市における平成15年中の火災発生件数は33件でした。 
　出火原因別では、放火（疑い含む）7件、ガスこんろ4件、たばこ2件 の順になっています。 
　この運動は、市民の方に防火・防災意識や防災に対する行動力を高めていただくことにより、
家庭や地域および事業所における火災の発生を防止し、火災から尊い命を守り、貴重な財産の損
失を防ぐことを目的に行います。 
　市では、次の3点を重点目標に運動を展開していきます。火災のない安全都市を目指し、皆さ
ん一人ひとりのご協力をお願いします。 

【重点目標】 
１　住まいの防火対策を進めよう 
　「てんぷら油を火にかけているときちょっとだけ離れる」「１
本だけの寝たばこなら」など、ほんの少しの
油断が火災を招きます。 
２　放火されない環境づくりを進めよう 
　ゴミは収集日に出すことを徹底し、家の周
りに新聞・雑誌など燃えやすいものは置かな
いようにしましょう。 

３　地域の防火対策を進めよう 
　防災訓練に進んで参加し、地域ぐるみの協力体制を築きましょう。 

放火されない環境づくりを！ 
ゴミは収集日に出しましょう。 

防災訓練に参加しましょう！ 
いざというとき体験がものをいう。 

I消防本部予防課　蕁９９６－０１３４ 

（３）　　広報 平成16年２月25日　（２） No.638

「北辺」（日本画150号） 

はんこがあれば 
こっちのもんさ… 

ほくへん 


